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京田遺跡出土木簡のレプリカ製作

－墨書の再検討と実測図の修正－ 
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要旨 

京田遺跡から出土した棒状木簡のレプリカを製作するにあたり，保存処理後に撮影した最新の赤外線デジタル

写真等を用いて墨書の再検討を行い，実測図を修正してレプリカへの転写を行った。またＸ線検査等により木簡

自体が非常に脆い状態であることが判明したため，樹脂を塗布することにより強化を図った。また樹種同定も行

い，ブナ科シイ属であることも判明した。 

 

キーワード 京田遺跡，棒状木簡，レプリカ，墨書，樹種同定 

 

１ レプリカ製作の趣旨 

京田遺跡（鹿児島県薩摩川内市中郷町）から出土した

四面に墨書のある棒状木簡は，本県初の古代木簡として

の価値はもとより，墨書の中に「嘉祥三年（850 年）」

という年紀が明記され，郡司の「大領薩麻公」が発給し

た告知札であることなどから，古代日本の地方行政のあ

り方などを考える上で非常に貴重な資料とされ，県指定

の文化財（考古資料の第１号）ともなっている。 

しかしながら紫外線等による墨書の劣化や脆弱な木簡

の損壊を避けるため，これまでほとんど公開・展示する

こともできず，当センターの特別収蔵庫に保管されたま

まであった。よってこのように貴重な資料を公開してい

く方策の一つとして木簡のレプリカを製作し，広く展示

・活用につなげていくこととした。 

 またこの機会に，木簡の外観を損ねない部分で試料を

採取し，樹種同定も実施した。 

 

２ レプリカ製作方針 

 レプリカの製作にあたっては，棒状という特殊な形状

をそのまま表現するために，シリコンによる型取りを行

い，その型を元にレプリカの本体を製作し，それに着色，

墨書の転写を行った。 

 墨書については展示・活用する際のわかりやすさを重

視して，読み取れている墨書や墨痕の濃度を上げて転写

し，「読める木簡」として復元することとした。 

尚，レプリカの製作は吉田生物研究所に委託した。 

 

３ 木簡の状態と強化処理について 

平成 13 年に発掘された木簡は，墨書の検討や実測図の

作成の後，奈良文化財研究所保存科学研究室高妻洋成氏

に依頼し，30％のＰＥＧ含浸と真空凍結乾燥法により保

存処理されている（平成 13～14 年度）。 

今回レプリカの製作にあたり木簡の状態を詳しく観察

したところ，横方向のヒビ割れが数か所確認され，Ｘ線

撮影による調査ではそのヒビが深部まで及んでいるこ

と，またほかにも細かなヒビが多数入っていることが認

められた。木簡はかなり脆弱な状態にあることが判明し

たため，型取り等の工程に入る前に文化財専用の樹脂（ア

ルタイン）を表面から塗布して強化処理を行った。 

また，この樹脂を塗布した副次的な効果により，白木

のようであった木簡の色調が若干濡れ色を呈し，本来の

木の色に近い状態となった。よってレプリカの木部の着

色もこの強化処理後の色調を写すことにした。 

 

４ 墨書の再検討 

 木簡の墨書については，当時まだ木簡を保存処理する

以前に，奈良文化財研究所平城宮跡発掘調査部史料調査

室（当時。室長渡辺晃宏氏）に釈読を依頼し，合わせて

同写真資料調査室（当時）の中村一郎氏による赤外線デ

ジタル撮影を実施した。その結果を受けて作成された木

簡の実測図が京田遺跡報告書 1)の第 92 図に掲載されて

いる。 

 当初はこの実測図をそのまま転写する予定であった

が，今回のレプリカ製作にあたり先述の渡辺室長に問い

合わせたところ，保存処理後に新たな文字が判別できる

可能性があるとのことであった。よって最新の赤外線デ

ジタルカメラ等を用いた再撮影と釈読の再検討を渡辺室

長に依頼した。 
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その結果，新たな文字の釈読などの進展はみられなか

ったものの，第三面に書かれている「大領薩麻公」の下

に文字らしい墨痕が認められ，郡司である薩麻公の自著

である可能性もあることが指摘された。またにじんでい

たような墨跡が明瞭になった部分もあった。 

 この再検討をもとにして，渡辺室長の監修により木簡

実測図の修正を行ったのが第１図である。全体的にすっ

きりとした印象である。報告書掲載の実測図には墨書の

脇に添えた釈文に誤字もあり，この機会に訂正した。今

後京田木簡の実測図を使用する際は，この図を利用して

もらいたい。 

５ 樹種同定 

樹種同定の結果は，ブナ科シイ属との報告であった。 

６ 今後に向けて 

このような過程を経て完成したのが写真2に示したレ

プリカである。今後は上野原縄文の森展示館での展示の

ほか，出土地である薩摩川内市での里帰り展示，条里制

などの律令制度を学習する際の具体的な郷土資料とし

て，中学校・高校の授業での活用など，さまざまな場面

での活用法を考えていきたい。 
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1) 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 81

京田遺跡 2005.3

（文責 大久保浩二） 

写真1　実物（左）とレプリカ（右）の比較 
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第 1図　京田遺跡出土木簡実測図
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写真 2　京田遺跡出土木簡レプリカ (四面展開 )
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